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○眼・耳科用リンデロンA軟膏 ・○点眼・点鼻用リンデロンA液［外］ 
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【重要度】 【一般製剤名】ベタメタゾンリン酸エステルナトリウム＋フラジオマイシン硫酸塩（U） betamethasone sodium phosphate＋fradiomycin sulfate（FRM） 

【分類】眼･耳科用合成副腎皮質ホルモン･抗生物質配合剤 

【単位】○軟膏5g/本，○液5mL/本 

【常用量】■点眼：1回1～2滴1日1～数回■耳科：1日1～数回患部に塗布■点鼻：1日1～数回点鼻，ネブライザーまたはタンポンにて使用 

【用法】外用 

【透析患者への投与方法】常用量（1） 

【保存期CKD患者への投与方法】常用量（1）DM患者では血糖値が上昇するおそれ（1） 

【特徴】1mL又は1g中、リン酸ベタメタゾンナトリウム1mg、硫酸フラジオマイシン3.5mg（力価）含有の配合剤。 

非経口的に大量投与が可能であり、作用の強さはヒドロコルチゾンの25倍である。作用発現には数時間を要する。      

【主な副作用･毒性】非可逆性の難聴、緑内障、白内障、角膜ヘルペス等の誘発など．まれに全身使用の場合と同様な症状が現れる可能性があるので長期連用を避ける． 

【モニタ－すべき項目】眼科的検査 

【MW】ベタメタゾン516.40，FRM 908.88 

【禁忌】中耳炎、鼓膜穿孔のある患者には非可逆性の難聴が発現するおそれがあるため耳内に投与しない（1） 

【更新日】20140505 
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※正確な情報を掲載するように努力していますが、その正確性、完全性、適切性についていかなる責任も負わず、いかなる保証もいたしません。本サイトは自己の責任で閲覧・利用することとし、それらを利用した結果、 

直接または間接的に生じた一切の問題について、当院ではいかなる責任も負わないものとします。最新の情報については各薬剤の添付文書やインタビューフォーム等でご確認ください。  

※本サイトに掲載の記事・写真などの無断転載・配信を禁じます。すべての内容は、日本国著作権法並びに国際条約により保護されています。 


